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レース委員会からのメッセージ



レース公示・帆走指示書の変更

レース公示の変更（至近で変更した内容についてのみ説明）

変更後 8.8 ブリーフィングは、【ZOOM】を使用してオンラインと大屋根の下との

ハイブリッド方式で行う。
変更前 8.8 ブリーフィングは、【ZOOM】を使用して行う。

大屋根下でのブリーフィング参加は、大学単位で１名とします。

大会ホームページおよび大会パンフレットに掲載されたレース公示・帆走指示書は
修正済み。これらのレース公示、帆走指示書は、最新のものになっている



レース公示・帆走指示書の変更

帆走指示書の変更（至近で変更した内容についてのみ説明）

変更後 テクニカル委員会艇 「MEASURER」と赤字で記された黄色旗
変更前 テクニカル委員会艇 「MEASURER」と黒字で記された白色旗

変更後 レスユー艇 「RESCUE」と青字で記された白色旗
変更前 レスユー艇 「RESCUE」と白字で記された緑色旗

変更後 メディア艇 「MEDIA」と緑字で記された白色旗
変更前 メディア艇 「MEDIA」と白字で記された青色旗

大会ホームページおよび大会パンフレットに掲載されたレース公示、帆走指示書は
修正済み。これらのレース公示、帆走指示書は、最新のものになっている。



公示8 日程

8.5    11月1日は12:31以降に予告信号は発せられない。
本大会で計画された全レースを行うため、当日までの計画に対して+1レースを越えないまで
レースを前倒しで行うことがある。

11月１日のスタートのタイム・リミットは12:31:00です。
タイム・リミットの制約により、470.スナイプ単独のレース実施もありえます。

本大会期間中の気象は、微風が予想されています。
10月31日までにレース成立が難しいと判断された場合、11月1日の全クラスのスタート予告
信号時刻を早めたり、スタートのタイムリミット時刻を遅くする可能性があります。
この場合、10月31日の午後にブリーフィングを開催する可能性があります。



運営艇

艇の種類 識別標識
レース委員会艇 「C」と白字で記された黒色旗

プロテスト委員会艇 「JURY」と白字で記された赤色旗

テクニカル委員会艇 「MEASURER」と赤字で記された黄色旗

レスキュー艇 「RESCUE」と青字で記された白色旗

メディア艇 「MEDIA」と緑字で記された白色旗

VIP艇 「VIP」と黒字で記された水色旗

スタート信号艇・・・セーリングクルーザー ３０ｆ 船名「ＯＣＥＡＮ」



運営艇

グループ ホジション タイプ 艇名

レース・マネジメント スタート信号艇 Sailing Cruiser Ocean

スタート・ピン Sailing Cruiser Venture-N

1マーク艇 Hard Boat 城山

2マーク艇 Hard Boat ビアンカ

3マーク艇 Hard Boat ばあご

4マーク艇 Hard Boat ラグーナ

フィニッシュ Sailing Cruiser 小町

セーフティ・マネジメント レスキュー1 Rib 恵風

レスキャー2 Rib エイボン

レスキュー3 Rib トルネード

レスキュー4 Rib モリゾ―

トーィング Hard Boat 高師

ジュリー ジュリー1 Rib クリスティーナ

ジュリー2 Rib SWC

オルガニセーション VIP Hard Boat サムライ



レースエリア

豊田自動織機海陽ヨットハーバー

大会期間中、他の大会はありません



マーク

マーク 形状・色

マーク1、2、3s、3p、4sおよび4p オレンジ色の円錐形ブイ

指示10に規定する新しいマーク 緑色の円錐形ブイ



添付図B 「コース図」

インナ・ループのレグ長を調整するために､スナイプ艇通過後に
シングルハンド用に4s/4pの位置を調整する場合があります。
この場合、オリジナルコースの扱いなのでC旗は掲揚しません。

4S/4Pはスタート・ラインの風上 100
ｍ～200ｍに設置される。

【添付図B】 コース図



レースエリア

豊田自動織機海陽ヨットハーバー

大会期間中、他の大会はありません



指示20(支援者艇)

• この場合､各大学の支援者艇は自校の艇に対してのみ救助対応するのではなく､近くの要
救助艇への対応をお願いいたします。

• 援助が必要な艇が出た場合は、当該大学の支援者艇に対応をお願いすることがあります。
• 選手が救助を求めるときは、運営艇に向けて大きく手を振って下さい。
• 支援者艇に搭載する無線機は、常時使用できるようにお願いします。なお、借用したものに
ついては、破損させないように取り扱いについて十分注意するようお願いします。

• チャンネルは、３ｃｈを使用します。
• 30日朝のブリーフィングで各大学持参した無線機の通信チェックを行います。各大学準備を
お願いします。大会側の借用品については、チェックを行いません。

1. 規則37を以下の様に変更をする。レース委員会が音響1声とともに、V旗を
掲揚した場合、支援者艇はレースをしているエリアを含む全てのエリアに
おいて、危険な状態にある艇を可能な限り速やかに救助しなければならな
い。ただし、支援者艇は艇に対して救助活動を除いた援助を与えてはなら
ない。この場合、指示20.3、指示20.4は適用されない。」



運営艇のトラブルについて

レース中などで選手が運営艇に接触した場合は、場合により選手の皆様に修理費を請求
させていただきます。

接触したときは、陸上に帰ってきた後、大会窓口に申し出るようにお願いします。

スタンダードペナルティーについて

大会ホームページに掲載しています。ご確認下さい。



公式掲示について

それぞれの委員会の公式掲示は、大会ホームページ
からご確認下さい。



各種手続きについて

大会期間中の使用書類は、レース公示・帆走指示書のほか
大会ホームページからも提出が可能です。
また送付の際は、必ず送信したことを確認ください。
場合によっては、失格となる場合があります。
※送信ミスを無くすため、自分への同時配信機能等を利用ください。



各種手続きについて

艤装品交換クリエストの回答は、公式掲示板（テクニカル委員会）
のページよりご確認下さい。



レース委員会への質疑

規則に関する口頭での質問には回答できません。



プロテスト委員会からのメッセージ



テクニカル委員会からの連絡



海上でのピックアップ計測について

テクニカル委員会は、競技者が安全かつ規則に従っているかを確認するために指示18に基づき､ピックアップ計測を行う

場合があります。
ピックアップ計測を行う艇はテクニカル委員会内で選定を行います。
フィニッシュ・ライン付近で､「Measurer」と黒字で記された白色旗を掲揚し待機しています。メジャラ艇より指示された艇
は､速やかに停止し､メジャラ艇の指示に従って下さい。



大会委員会からのメッセージ



新型コロナウイルス感染拡大防止について



コロナウイルス感染予防対策について

選手・支援者（支援者には応援で来場された方も含みます。）の皆様は、以下の事項を守るようにお願
いします。
⚫ レース公示、帆走指示書をよく確認し対策通りの実施をお願いします。
⚫ 大会関係者は、各々の立場において、（公財）日本スポーツ協会が発行する「スポーツイベントの再開に向けた感染拡大予
防ガイドライン」（公財）日本セーリング連盟が発行する「セーリング競技に関わる大会等再開時のガイドライン」の記載事項を
遵守する。

⚫ 会場に入る場合は、体温計測を受けること。このため、朝のハーバーへの入場場所を１ヵ所に限定する。大会会場では、マスク
の着用を行うこと。支援艇に乗船時もマスクを着用する。

⚫ 競技者、支援者は、新型コロナウイルス接触確認アプリ（COCOA)を使用する。
⚫ 大会会場までの移動は、感染予防処置を実施する。車両の中でもマスクの着用と空気換気を徹底する。
⚫ 大会期間前後を含め支援者と競技者の懇親会等リスクの感染が高まる行為は禁止する。
⚫ 来場する支援者は、バースエリアでの三密状態を避けるため、混雑時は、バースエリア、スロープエリアの入場を避ける。公式掲
示で指示された場合は、大会登録者のみバースエリアへの入場を必要最小限の時間にしぼり許可する。

⚫ 大声を出しての体操や応援は行わない。
⚫ 消毒を各所に置いておくため常に使用すること。
⚫ ロッカールーム、シャワールームは、密になるため、出来る限り使用せず宿舎のものを使用する。
⚫ シャワールームは、入り口に籠を置いておくので、籠を持って入場し利用する。籠が無い場合は、満員のため入場はしない。使用
後は、籠を入り口の指定場所に返却のこと。

⚫ 選手の西棟トイレの使用は、審問出席対象者を除き禁止とする。選手は、中央棟、東棟、艇庫、バースのトイレを使用すること。
⚫ 審問を待つときは、出席者のみとする。対象者以外は、西棟付近での待機は禁止する。



大会までの感染予防について

選手・支援者の皆様は、 以下の事項に注意し大会に臨むようにお願いします。
① 大会前後2週間の行動記録と体調管理を行う。（レース公示指示事項、ペナルティーあり）
② 大会までの期間も含め、コロナ対策感染予防対策を徹底する。新型コロナウイルス接触アプリ（COCOA）を利

用する。
③ 大会期間中は、会食、懇親会等はできるだけ控える。
④ 大会前２週間内で体調を崩した場合（発熱など一般的にコロナウイルス感染で指定されている事項）は、大会

に参加しない。この場合、個人選手権大会のクルーであれば変更を認めるので大会委員会に申し出て下さい。
⑤ 体調を崩した場合は、医師の診断を受けること。コロナウイルス未感染と判断された場合は、参加可能とする。
⑥ 大会２週間内で周囲（家族、大学内、バイト先、友人など）で感染者が発生し、濃厚接触者と判断された場

合は、大会に参加しない。個人選手権大会のクルーの場合は④と同様の扱いとする。
⑦ 大会会場までの移動は、できる限り分散する。
⑧ 移動車両の中でもマスクの着用・換気をしっかり行う。
⑨ 宿泊は、人と人との間隔をとれるルームとし、準備できない場合、部屋ではマスクを着用する。就寝時は、できるだ

け離れる。
⑩ 宿舎の狭い部屋に集まってのミーティング等は、三密となる可能性が高いため行わない。
⑪ 支援者が会場に来場する場合は、海陽ヨットハーバーの入り口で検温をするとともに、至近で体調不良等あった

場合は、来場を控える。支援者は、入場までに支援者健康チェックシートの提出を行う。



ハーバー入場について



海陽ヨットハーバー入場ルート

大会関係者、支援者の海陽ヨットハーバーへの入場は、検温の為入場ルートを限定させていただきます。必ず
検温してから入場をお願いします。

入場は、中央棟入り口のみ。入場ルート 中央棟2階から、ハーバーに入場していただきます。

通行不可

検温・消毒場所



海陽ヨットハーバー入場手順

① 海陽ヨットハーバーの開門は、８時からのため、それまではハーバーが開いていても指示があるまで入場しない。

② 混雑を避けるため出来る限り時間をずらし入場する。また、８時以前に入り口の前に並ぶ場合は、前の人との

間隔をあけること。

③ 開門後は、中央棟の２階にて体温確認、消毒を行い、指定されたルートから入場する。

④ 健康チェックシート（選手・支援者）の提出チェックを受け、未提出の場合は、その場で健康チェックシートを提

出する。これは、応援で来られた人も含む。

⑤ 体温が高い人や体調不良の場合は、入場するのを控えていただく。



ハーバー施設の利用について



エリア制限について

新型コロナウイルス感染予防対策の観点から公式掲示で指示された場合、選手・登録された支援者以外は、指定

エリアに立入できない。公式掲示で指示する目安。対象箇所が三密状態であると確認されたときなど。

ハーバーが指定する入場禁止エリアには、全員立ち入らないこと。 登録者以外立入禁止

全員立入禁止

注意
これとは別にオーナー艇エリアには
立ち入らないこと。ただし、通常から海陽
ヨットハーバーを利用している一般オーナーは
除く
中部学生ヨット連盟加盟校は、大会主催者
指示に従うこと。



トイレの使用について

海陽ヨットハーバーのトイレは、全部で５か所あります。三密を避けるため西棟のトイレは、大会運営と一般のお客様、

審問時の選手用とし、選手、支援者は、これ以外のトイレをなるべく分散して使用するようにして下さい。

西棟トイレは選手
支援者の使用禁止



シャワールームの使用について

シャワールームはできる限り宿舎のものを使用するようにお願いしますが、海陽ヨットハーバーのシャワールームを使用す

る場合は、以下の方法でお願いします。

① 入り口に籠を置いておくため、籠を持ってシャワールームに入ってください。

② 籠が無い場合は、定員に達しているため、入場は控えて外に並んで待っていて下さい。並んでいる間も間隔をあ

けて下さい。

③ なるべく短時間の使用とし、シャワールーム内での会話は控えるようにお願いします。

④ 使用後は、籠を持って出ていただき、元の位置にお戻し下さい。

⑤ 着替え中などもできる限りマスクの着用をお願いします。



ブリーフィング・表彰式



ブリーフィング・表彰式について

○ブリーフィングについて

ブリーフィングは、ZOOMと大屋根したで実施のハイブリッド方式にします。

大屋根下は、大学単位で１名の出席とします。

三密を避けるため、間隔を２ｍ以上取ってください。

マスクの着用、手の消毒をお願いします。

○表彰式について

表彰式は、入賞者と一部役員のみの参加となります。

LIVE配信も行いますのでご活用下さい。

マスクの着用、手の消毒をお願いします。



応援者・観覧者



応援される皆様へ

ここ数日、全国的にコロナウイルス感染者数は落ち着いている兆しがあります。選手にとっては、一生に一度の大会

です。私たちもしっかり感染予防対策を行いますが、できる限りリスクを低減し感染者を本大会から出さないことが、

大会を成功させる意味でも大切と思っています。

今回、応援のために来場される方は、次の点を守り大会を楽しんでいただきますようお願いします。

① 応援で来た人も、支援者となります。ルール（レース公示、帆走指示書）をよく理解したうえで来場ください。

② 豊田自動織機 海陽ヨットハーバーへ来場時は、支援者健康チェックシート（大会ホームページよりアクセス可

能）を提出下さい。インターネットが利用できない方は、当日入場入り口で用紙に記載をお願いします。

③ 選手とは、十分距離をおいて応援をお願いします。大会から指示された場合は、バースエリア（艇の保管エリ

ア）、スロープエリアには立ち入らないようにお願いいたします。

④ 海上で船舶等による応援は制約をかけていませんが、選手のためにもレース公示にある支援艇の項目と同等の

制約を守っていただきたいと思います。



応援される皆様へ

⑤ 本大会では、支援艇を出場チームごとに1艇と制約があります。そのため、支援艇登録されているチームが応援

目的の艇から支援を受けた場合は、レース公示違反になる可能性があります。注意下さい。

⑥ その他注意事項については、随時追加していきますので、このページをご覧ください。

全日本学生ヨット連盟・中部学生ヨット連盟



エントリーリストについて

エントリーリストが一般掲示に掲示してあります。
名前等に誤字がありましたら

10月31日（土）１７時

までに大会受付に申し出て下さい。
以降の訂正受付はしませんので注意下さい。



大会レイアウト

レース艇保管
一部支援者艇含む

支援艇保管

海陽オーナー艇用
桟橋

運営艇用桟橋

運営艇用桟橋

支援者艇用桟橋

大会オフィス

フラッグ掲揚

ラック保管



ブリーフィング

フラッグ掲揚場所
大会本部前のポール

大会レイアウト

大会本部



大会レイアウト（競技運営（西）棟）

海陽オーナー艇用
桟橋

運営艇用桟橋

運営艇用桟橋

支援者艇用桟橋

陸上本部

大会受付
物品販売

運営艇・支援者艇
トランシーバー

保管場所

プロテスト委員会

記録部
メディアルーム

トラッキングシステム

トラッキングシス
テム貸出場所

入口

出口

西棟トイレは審問時の対象者
以外、選手・支援者使用禁止



ロッカールーム・シャワールーム

ハーバー事務所

女性用シャワールーム
女性用ロッカールーム

クラブハウス中央棟 １階

男性用シャワールーム

男性用シャワールーム
男性用ロッカールーム

男性用シャワールーム

競技運営棟（西棟）



支援艇・応援艇について

・ 豊田自動織機 海陽ヨットハーバーを利用する支援者艇や応援艇､レース艇以外のヨットは､
レース期間も海陽ヨットハーバー事務室に「出港届」を提出して下さい。（毎日必要）

・ 他のマリーナ等を出港し､海陽ヨットハーバー桟橋利用のための一時立ち寄りの艇も､
豊田自動織機海陽ヨットハーバーに施設利用料をお支払いください。

(レース公示15.2⑧参照.本大会の「規則」であることに留意ください)

・ 豊田自動織機海陽ヨットハーバー在籍艇､Ribを除き､他のマリーナ等から出港した艇は､

日をまたいで豊田自動織機海陽ヨットハーバー桟橋への係留はできません。

大会には多数の支援艇が参加します。ご理解・ご協力をお願いいたします。



自家用車の駐車について

許可車を除き､自家用車は豊田自動織機海陽ヨットハーバー構内へは入れません。
北側または東側の駐車場を利用下さい。

駐車場は一般利用者も使用します。
駐車場内では枠内に駐車し、駐車以外の目的の占有など他の方の迷惑になるような行為

は慎んでください。
トラックによる、複数の駐車枠にまたがっての駐停車もご遠慮下さい。

北側駐車場

東側駐車場



ハーバー内禁煙について

豊田自動織機海陽ヨットハーバー内は(携帯灰皿の使用を含み)指定場所以外では
喫煙できません。

喫煙場所はクラブハウス中央棟南側入り口付近に設置されています。



ゴミの受付回収について

豊田自動織機海陽ヨットハーバーのご厚意で､16:30-16:40の時間限定でゴミを
受付回収します。

1. 「一般ゴミ(ペットボトルを含む)」. 「ビン」. 「カン」.「ダンボール」に分別下さい。
2. 「一般ゴミ」は透明､又は半透明のビニール袋に入れて､大学名を記載下さい。
3. 破損したスパー等の粗大ゴミは各自で持ち帰り下さい。
4. 時間外は施錠してあります､持ち込みはできません。

ルールが守れない場合は、ごみ回収を止める場合があります。

海陽ヨットハーバー
ゴミ受付回収場所



ペットボトル飲料のフタ回収・ごみ拾いについて

JSAF環境キャンペーンの一環として､ペットボトル飲料のフタを回収いたします。
回収されたフタは専門機関を通じて､発展途上国へのワクチン支援費用に活用されます。
回収場所は大会窓口横に設置します。

大会最終日の表彰式前に一斉にゴミ拾いを実施します。
特にナイロン系のごみは、至近問題になっています。
当日放送にて案内をさせていただきますので皆様にご協力をお願いします。



最終日の注意事項について

• トラックは、10時以降の到着を徹底ください。
• 艇を搬出する場合の積込みは抗議締切り時間以降に実施ください。
• トラックはそれまで赤色のところで待機してもらいます。
• 抗議締切時間になりましたら黄色の部分にトラックを移動し積み込みを
• 実施下さい。
• 指定場所は、一般掲示に掲示しておくとともに場所に掲示しておきます。ハーバー内のトラック

は矢印の方向に一方通行で通行下さい。
• 第86回全日本学生ヨット選手権大会に出場しない大学で、11月3日までに艇を搬出しないチーム

は、緑色の部分へ艇の移動をお願いします。

赤色：積み込み用トラック待機場
黄色：積み込み場所
水色：運営艇等の移動のために常に空けてください
緑色：11月3日まで搬出しない場合の艇の置き場



最終日の注意事項について

・支援艇の揚収について

抗議締切時間までは､クレーンは
支援艇の揚収を優先とします。

抗議締切時間以降は､運営艇の揚収を
優先とします。

クレーンを使用しての支援艇揚収を希望する
チームは､帰着後速やかに揚収下さい。

クレーンを使用してのトラックへの艇・支援艇の
積込みは､運営艇の揚収後といたします。



大会委員会への質疑

28th All Japan Intercollegiate Women`s Sailing Championships



みんなで大会を楽しみましょう！
中部学生ヨット連盟


